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・第３四半期累計の営業利益の増減額を、
第２四半期累計、第３四半期単四半期の増減に分けて、
事業部門別にご案内。

決算処理を含まない参考数値だが、事業部門ごとの傾向を示す資料として、
ご参照ください。

・自動車、鉄道、倉庫等を主に取り扱う、「個別 その他」については、
外注費や燃油費等の上昇に加え、各種災害による影響も受けたが、
第３四半期には、増益に大きく貢献。

・国内の連結会社も、外注費や燃油費の上昇はあったが、
数量増加と適正料金の収受により、利益が伸長。

・「個別 本社」では、ＩＴシステム関連費用の増加や前年の特殊要因の
反動によるマイナスの影響、シェアードサービスセンターの運用等の
人員増により、費用が増加。
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〇人件費

・退職給付費用の減少や前年比較で賞与引当金の戻入額の増加があり、
概ね見込み通り。

〇利用運送費

・航空利用費の増加は、スポット貨物を中心とした輸出貨物の数量増と
航空の燃油サーチャージの上昇による。
・船舶利用費の増加は、設備等の輸出貨物の数量増による。

〇外注費

・第２四半期に大幅な上昇がみられた傭車費は、引き続き
上昇傾向であるものの、お客様への価格転嫁も進め、
概ね想定内での上昇。
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